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日本語ローマ字表記における
外国人への「配慮」について

――YEN・TOKIO・NIPPON――

村 上  碧
竹 内 史 郎

１．はじめに

私たちが一般的に使用するローマ字表記は、下に示す図1の通りになっている。

私たちのローマ字表記は、この、1954年12月9日に示された「ローマ字のつづり

方」（内閣告示第1号）を基準としている。第1表は訓令式と呼ばれ、現在のロー

マ字表記の基礎である。また、第2表の上5行では、修正ヘボン式の使用を認めて

いる。そして、第2表の下4行では日本式の表記を認めている。第2表上5行の表記

は標準式または、改修ヘボン式とも呼ばれるが、本稿では、修正ヘボン式と呼ぶ

ことにする。

 

図1　ローマ字のつづり方（文化庁ホームページより改編）
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「藤本」という苗字をローマ字でつづるとFujimotoが一般的であるが、

Huzimoto、Hudimotoも内閣告示に当てはまっている。私たちが日常目にするロ

ーマ字表記はほぼ内閣告示に沿うものである。これに対し、内閣告示に当てはま

らない表記も実際に行われることがある。例えば日本国の通貨単位である「円」

のローマ字表記YENがある。内閣告示に従うならば、ENと表記されるべきだが、

国の定めた内閣告示からは外れた表記となっている。また、サッポロビール株式

会社の商品であるYEBISUも同じように/e/がYEと表記されており内閣告示に沿

っていない。さらには、東京海上の「東京」を表すTOKIOという表記も内閣告

示に当てはまらない。このような表記には、なんらかの事情があるはずである。

以下、本稿は、内閣告示に従わないローマ字表記に、外国人へのある種の「配

慮」がはたらいていることを論じていく。

２．YEN

YENの表記が内閣告示に当てはまっていないことについて、蜂矢真郷

（2006）に次のような記述がある。

　日本式のローマ字綴りの基準をどれとするのがよいかやや難しいが1885 

（明治18）年の田中館愛橘氏「理学協会雑誌を羅馬字にて発兌するの発議及

び羅馬字用法意見」によるとするならば、これには、YI･YE/WI･WEもあ

るので、日本式と言うことも可能だろう。（初期日本式と呼んでおく）尤も、

同じく1885年の初期ヘボン式ではヘ・ヲをYE,WOと綴るので、ヘボン式も

無縁ではない。

　（中略）

YENやYEBISUのYEの綴りは初期日本式と見られるが、これは、右の「ロー

マ字のつづり方」の「第2表」に入っていない。日本銀行券に用いられている

表記YENが、内閣告示で認める範囲に入っていないということになる。

（223 ～ 224頁、下線部は引用者による）

蜂矢真郷（2006）では、日本式の提唱者、田中館愛橘が明治期にYEを使用して

いたために、YENやYEBISUは「初期日本式」だと述べられている。
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先行研究では、ヘボン式との関係が以上のように述べられているが、本稿では

ここで改めて、菊池悟（2007）と高島俊男（2001）に基づきつつYEとヘボン式

の関係について整理してみたい。ヘボン式はジェームス・カーティス・ヘボン

（1815 ～ 1911）によって提唱された表記で、彼が著した『和英語林集成』にて詳

しいところが示されている。『和英語林集成』は初版（1867）から第9版（1910）

まで発刊しており、何度も改訂されている。この中でも、最も大きく表記の変化

があったのが再版（1872）と第3版（1886）の間である。図2-1から見て取れるよ

うに、/e/に関して言うとYEであったのがEに変化している。ただし、図2-2のよ

うに着点を表す格助詞の「へ」や「円」に関してはYEのままである1 。第3版で

の変化は、改定する際にヘボンと羅馬字会との協議の結果である2 。つまり、表

記の大きな変更は羅馬字会の方針を採用したことによるのである。以下、本稿で

は純粋にヘボンによって作られた再版までの表記を旧ヘボン式とする。

これに対して、日本式は、次のように言うことが出来る。1885年に「理学協会

雑誌を羅馬字にて発兌するの発議及び羅馬字用法意見」を否決されたことで、田

中館愛橘は羅馬字会を脱退し、田中館式を新たに提唱した。この田中館式が1886

年に弟子の田中丸卓郎によって日本式と命名されることになった。日本式は五十

音図における子音を統一した表記となっている。4頁の図3を参照されたい。

以上からすると次のことが言えそうである。「理学協会雑誌を羅馬字にて発兌

するの発議及び羅馬字用法意見」を発表した段階では田中館愛橘は羅馬字会の会

員であった。協会の意向を完全には否定せずに第3版以降の修正ヘボン式と同じ

ようにYEなどを許容していたのだと考えることができる。蜂矢真郷（2006）で

は「ヘボン式と無縁ではない」と述べられているが、このYEは、田中館が羅馬

図2-1 和英語林集成（『和英語林集成 [A] ～ [K] 第1巻』（港の人）より）
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字協会に合わせるために採用した、旧ヘボン式そのものである可能性が高い。

以上をふまえると、「円」の明治初期のローマ字表記は、旧ヘボン式に由来す

るYENであったということが言える。では後の時代、明治の中期以降はどのよ

うな変遷を辿ったのだろうか。以下で述べてみることにする。

本稿は、村上道彦氏所有の切手コレクションを用いて「円」のローマ字表記の

図2-2　第3版におけるYE（『和英語林集成[M] ～ [Z]第2巻』（港の人））より

図3　日本式（田中丸（1914）より）
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変遷を考察する。6頁から7頁にある、図5を参照していただきたい。郵便切手を

見ていくと、1888年、1899年にYENの簡略表記「y,n」が出現し、1908年から

YENが登場している。1939年から1947年の間はENも使われていたことが見て取

れる。そして1948年以降YENが再び用いられる。このことをまとめたのが図4で

ある。

郵便切手の「円」表記の変遷は3期に分け考えることができる。第1期は1888年か

ら1937年の「y,n」および「YEN」となっていた期間である。第2期は1939年から

1947年の「EN」とある期間である。第3期は1948年から1951年の「YEN」とな

っている期間である。第1期にあたる期間において『和英語林集成』では/e/はE

と表記する修正ヘボン式になっているにもかかわらず、第１期の切手においては

YENとなっており一致を見ない。第2期においては『和英語林集成』と切手にお

ける表記はENということで一致している。しかしながら、第3期ではYENが復

活するということになっている。

第3期においてYENとなっていることに注意したい。1945年にGHQによって修

正ヘボン式に統一された後、1954年に内閣告示により現行のローマ字が定められ

たにもかかわらず、1948年からENではなくYENとなった。つまり、1945年以降

は正しい表記であるENを差し置いてYENが復活したのである。なお、郵便切手

がENであったのは第2期のみであり、YENとENが混在していた期間は無い3 。

YENは修正ヘボン式でも日本式でもない表記であるので、わざわざYENとす

図4　切手の「円」のローマ字表記

第1期 第2期 第3期
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る必要がないわけであるが、結果的にENからYENへと変化した。なぜこのよう

な変化が生じたのだろうか。本稿では、英語話者を念頭に置いたためにYENと

表記されたとの仮説を提示したい（より詳しくは後述）。この仮説によるならば、

1948年以降のYENは、ヘボン式とは無関係に生じたということになる。

図5　村上道彦氏所有の切手コレクション整理したもの
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３．TOKIO

YENと同じように内閣告示に従わない表記に、東京海上日動火災保険株式会

社の「東京」に対応するローマ字表記がある。東京海上日動火災保険株式会社の

「東京」に対応するローマ字表記はTOKYOとなるはずだが「TOKIO」となって

いる。この由来について、東京海上火災保険株式会社の歴史を記した、日本経営

史研究所（編）『東京海上火災保険株式会社百年史 上』（東京海上火災保険，

1979年）を以下に引用しよう。

　イギリスとの実際の取引においては、イギリス人がTOKYOをTOKIOと

発音するので、23年ころからTHE TOKIO MARINE INSURANCE CO．

LIMITED あるいは TOKIO MARINE INSURANCE＆CO．などの商号名

も用いられた。 （144頁）

このように、イギリス人の実際の発音に合わせてTOKIOを用いるようになった、

と述べている。なお、明治25年の証券の表記においては現在とは異なり、英字表

記はTHE TOKYO MARINE INSURANCE CO，LIMITED、ローマ字表記は

TOKYO KAISYO HOKEN KABUSHIKI KAISHAとなっていることから、当時

はまだ「TOKYO」も兼用していた。

上の引用にあることを和英語林集成の記述からも確認しておこう。旧ヘボン式

での/kyo/のローマ字表記を確認するために、図6の中の「恐怖」という語を見

図6　日英語林集成の/kyo/ （『和英語林集成[A] ～ [K]第1巻』（港の人）より）



106

9

てみると、そのローマ字表記は「KIYO-FU」となっている。この一方で、第3版

の修正ヘボン式では「KYOFU」となっている。

以上のことから、アメリカ人であるヘボンは/kyo/をKIYOと表記したことが

わかる。これは、英語話者にとっての「恐怖」の発音が日本人とは異なって認識

されていたことによると思われる。現在でもドイツ語・イタリア語・スペイン語

において「東京」はTOKIOと表記されることからすると、「東京」を TOKYO

とすることは、欧米人にとって決して馴染みやすいものではなかったということ

が考えられる。明治期の東京海上火災保険株式会社はこの点に配慮してTOKIO

を生み出した。日本人によるTOKIOは外国人への多分な配慮が認められるロー

マ字表記と言うことができる。

４．YENとTOKIOの共通点

先に見たように、1948年にはそれまでのENに代わってYENが採用されること

となった。ここでは、なぜYENが採用されることとなったのかについて考えて

みたい。

常盤智子（2015）によれば、イギリス人の日本語研究者であったディキンズは

歴史的な綴り方にはこだわらない実用的な音声を重視する立場から、19世紀後半

に日本語のローマ字表記に関しさまざまな提案を行っている。その中の一つに、

/e/をyeと綴るべきであるというものがある。ディキンズはこの根拠として、漢

語の語頭に位置する/e/は[je]と聞こえるということをあげる。これについては、

ヘボンやチェンバレンにも類似の指摘がある（松村明 1970）。例えばale [eil]と

yale [jeil]が別語であることからわかるように、英語に/e/と/je/の対立が認めら

れることからすると、英語話者が[e]と[je]の違いに敏感であることはきわめて自

然なことである。したがって、戦後の1948年当時（ないしは現在）の英語話者は、

漢語の語頭の/e/をyeと表記することをすんなりと受け入れる感覚を持ち合わせ

ているということが考えられてよい。

そうであるならば、日本人による「円」のローマ字表記YENは、TOKIOと同

じく外国人への多分な配慮がある表記ということができる。
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５．NIPPON

ここまで内閣告示に従わない表記、YEN、TOKIOを取り上げてきたが、内閣

告示に従っていても外国人への配慮が認められるローマ字表記が存在する。

NIPPONがそれである。

言うまでもなく、「日本」は「ニホン」でもあり「ニッポン」でもある。東京

の日本橋は「ニホンバシ」、大阪の日本橋は「ニッポンバシ」であり、「日本人」

は「ニホンジン」であるし「ニッポンジン」でもある。しかしながら、国内で発

行される紙幣、貨幣や郵便切手において「日本」がローマ字表記された場合、普

通それはNIPPONとなる。このように、使用された状況を限ると、NIPPONの方

ばかりが、あるいはNIHONの方ばかりが用いられるということが起こりうる。

試みに「日本」で始まる国内企業100社の社名を集め、「ニホン」と「ニッポ

ン」がどのように使用されているかを調査してみよう。具体的な調査結果は次の

通りである。

ID 企業名 日本語読み アルファベット表記
1 日本政策金融公庫 ニッポン JAPAN
2 日本無線 ニホン JAPAN
3 日本風力開発 ニホン JAPAN
4 日本電子材料 ニホン JAPAN
5 日本抵抗器製作所 ニホン JAPAN
6 日本通信 ニホン JAPAN
7 日本超低温 ニホン JAPAN
8 日本綜合地所 ニホン JAPAN
9 日本相互証券 ニホン JAPAN

10 日本石油輸送 ニホン JAPAN
11 日本製鋼所 ニホン JAPAN
12 日本植物運輸 ニホン JAPAN
13 日本証券代行 ニホン JAPAN
14 日本証券金融 ニホン JAPAN
15 日本出版貿易 ニホン JAPAN
16 日本紙パルプ商事 ニホン JAPAN
17 日本国土開発 ニホン JAPAN
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18 日本航空電子工業 ニホン JAPAN
19 日本原子力発電 ニホン JAPAN
20 日本金銭機械 ニホン JAPAN
21 日本基礎技術 ニホン JAPAN
22 日本駐車場開発 ニホン NIPPON
23 日本テレビホールディングス ニホン NIPPON
24 日本端子 ニホン NIPPON
25 日本生命保険 ニホン NIPPON
26 日本伸銅 ニホン NIPPON
27 日本上下水道設計 ニホン NIPPON
28 日本商業開発 ニホン NIPPON
29 日本工営 ニホン NIPPON
30 日本空調サービス ニホン NIPPON
31 日本管財 ニホン NIPPON
32 日本レヂボン ニホン NIPPON
33 日本和装ホールディングス ニホン NIHON
34 日本農薬 ニホン NIHON
35 日本特殊塗料 ニホン NIHON
36 日本電線工業 ニホン NIHON
37 日本点眼薬研究所 ニホン NIHON
38 日本調剤 ニホン NIHON
39 日本製罐 ニホン NIHON
40 日本製薬 ニホン NIHON
41 日本製麻 ニホン NIHON
42 日本精密 ニホン NIHON
43 日本精鉱 ニホン NIHON
44 日本盛 ニホン NIHON
45 日本食品化工 ニホン NIHON
46 日本食研 ニホン NIHON
47 日本産業ホールディングズ ニホン NIHON
48 日本山村硝子 ニホン NIHON
49 日本光電工業 ニホン NIHON
50 日本研紙 ニホン NIHON
51 日本建鐵 ニホン NIHON
52 日本興業 ニホン NIHON
53 日本化学産業 ニホン NIHON
54 日本電波工業 ニホン NIHON
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55 日本ハム ニッポン NIPPON
56 日本坩堝 ニッポン NIPPON
57 日本郵便 ニッポン NIPPON
58 日本冶金工業 ニッポン NIPPON
59 日本配合飼料 ニッポン NIPPON
60 日本道路 ニッポン NIPPON
61 日本土建 ニッポン NIPPON
62 日本電通 ニッポン NIPPON
63 日本電設工業 ニッポン NIPPON
64 日本電信電話 ニッポン NIPPON
65 日本電気硝子 ニッポン NIPPON
66 日本電気（NEC） ニッポン NIPPON
67 日本甜菜製糖 ニッポン NIPPON
68 日本通運 ニッポン NIPPON
69 日本臓器製薬 ニッポン NIPPON
70 日本精蝋 ニッポン NIPPON
71 日本精線 ニッポン NIPPON
72 日本精機 ニッポン NIPPON
73 日本精化 ニッポン NIPPON
74 日本清酒 ニッポン NIPPON
75 日本水産 ニッポン NIPPON
76 日本新薬 ニッポン NIPPON
77 日本信号 ニッポン NIPPON
78 日本触媒 ニッポン NIPPON
79 日本色材工業研究所 ニッポン NIPPON
80 日本車輌製造 ニッポン NIPPON
81 日本梱包運輸倉庫 ニッポン NIPPON
82 日本合成化学工業 ニッポン NIPPON
83 日本高周波鋼業 ニッポン NIPPON
84 日本高周波 ニッポン NIPPON
85 日本高圧電気 ニッポン NIPPON
86 日本金属 ニッポン NIPPON
87 日本海運 ニッポン NIPPON
88 日本科学冶金 ニッポン NIPPON
89 日本化薬 ニッポン NIPPON
90 日本化学工業 ニッポン NIPPON
91 日本液炭 ニッポン NIPPON
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92 日本乾溜工業 ニッポン NIPPON
93 日本毛織 ニッポン NIKKE
94 日本特殊陶業 ニッポン NTK
95 日本製粉 ニッポン NIPPN
96 日本農産工業 ニホン NOSAN
97 日本電産 ニホン NIDEC
98 日本写真印刷 ニホン NISSHA
99 日本精工 ニホン・ニッポン併用 NSK

以上の結果において、まず日本語読みに着目すると、「ニホン～」が57社、「ニ

ッポン～」が43社ということで、やや「ニホン～」とする企業が多いものの、こ

の点に大きな差は無い。これに対し、社名のアルファベット表記に注目すると、

NIHONは22社であるのに対して、NIPPONは49社となり、倍以上の差が生まれ

ている。これは、「ニホン～」とあるにもかかわらず「NIHON ～」としない企

業があるためである。例えば、22の日本駐車場開発株式会社や23の日本テレビホ

ールディングスの日本語読みは「ニホン」であるがアルファベット表記では

「NIPPON」となっている。

「ニホン」を「NIHON」、「ニッポン」を「NIPPON」とすることについては説

明を要しない。また、「ニホン」「ニッポン」にかかわらず、それをローマ字では

なく英訳にした「JAPAN」とすることにも納得がいく。しかし、日本語読みが

「ニホン」であるのに、アルファベット表記において「NIPPON」とすることに

ついては、これに疑問を感じないわけにはいかない。

一方、日本語読みが「ニッポン」であり、アルファベット表記が「NIHON」

となっている企業があるかどうかということに注意してみよう。このようなケー

スは一つもなく、このことをふまえると、NIHONとNIPPONは対等の関係にあ

るわけではないと考えられる。すなわち、NIPPONは、NIHONよりも外国人に

より配慮したローマ字表記なのではないかということが想定されるのである。

上に述べたこととは反対のことが観察されたりもする。外国人による日本語弁

論大会（一般財団法人 国際教育振興会 主催）における現象を取り上げてみよう。

外国人の弁論において「ニホン」と「ニッポン」の使用を調査すると、明らかな

差が認められる。「第54回外国人による日本語弁論大会（2013年度）」では、すべ

ての弁論者が「日本」という単語を「ニホン」と発音している（発表者はアメリ
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カ人2名、台湾人・ミャンマー人・ペルー人・韓国人・ロシア人・マレーシア

人・トルコ人・インドネシア人・ブラジル人・中国人それぞれ１名に及ぶ）。「ニ

ッポン」が一度も使われることがなく、「ニホン」で統一されるという結果とな

っている。この点に外国人の「ニッポン」に対する理解が顕著に表れているよう

に思われる。すなわち、外国人にとって「日本」は「ニッポン」ではなく「ニホ

ン」であるべきであり、こうすることがより日本人らしさを特徴づけることにつ

ながると理解されているように思われる。このために、日本に高い関心を寄せ、

日本語を話すのをきわめようとする外国人は、日本人らしく振る舞いそして話す

ために、そろって「ニホン」を使用していたのである。ちなみに、アメリカで出

版 さ れ て い る 百 科 事 典（THE AMERICAN HERITAGE DICTIONARY OF 

THE ENGLISH LANGUAGE:AMERICAN）を紐解くと、NIHONはʻThe offi  cial 

Japanese name for Japanʼと記されているのに対し、NIPPONは単にʻA Japanese 

name for Japanʼとされている。

６．おわりに

以上、本稿は、YEN、TOKIO、NIPPONについて考察を加えてきた。これら

の三語に共通するのは、日本人が外国人（なかでも欧米人、さらに言えば英語話

者）に配慮したローマ字表記であるということである。では、日本人がどのよう

に配慮したかといえば、もちろん、客観的な音声を聞き取る際の、彼らの聞こえ

方のバイアスに配慮したということになる。このとき、守るべき内閣告示に示さ

れたあり方から離れたとしても配慮が行われるということであるから、この配慮

のモチベーションはきわめて強いものであると考えられよう。いわば日本人の

「おもてなし」と言うことができようが、日本の通貨名、首都名、国名に「配

慮」が認められるということは決して偶然ではないように思われる。

注
１  YEBISU に関しては、ブランド名を付けた明治期に旧ヘボン式を用いたために、そ

れが今でも使い続けていると考えられる。なお、片仮名表記では「ヱビス」となり、
ワ行の「ヱ」が使われていることに違和を感じるかもしれない。しかし、ヘボンは /
e/ に YE が対応するとし、ア行・ヤ行・ワ行の区別はしていない。「ヱビス」とある
ことは、このように説明されるのである。

２  この協議の際に「羅馬字ニテ日本語ノ書キ方」をヘボンに薦め全面的に採用されこ
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とで、ヘボン式の名のもとに羅馬字会は名を広めた。
３  郵便切手の「円」のローマ字表記について言及した先行研究に蜂矢真郷 （2006）があ

る。該当する箇所を引用しておく。
郵便切手は、EN とあるものも YEN とあるものもあった。戦後のものでいうと、
1946 年～ 47 年の、第 1 次昭和切手と呼ばれるものの、葛飾北斎「山下白雨」を
画いた「壱圓」切手などに EN とあり、1946 年～ 48 年の第 2 次新昭和切手と呼
ばれるものの、横長の螺鈿模様を画いた「拾圓」切手などに EN とある。他方、
1948 年の第 3 次新昭和切手と呼ばれるものの、縦長の螺鈿模様を画いた「拾円」
切手に YEN とあるがその後に「円」のローマ字表記は見えない。（223 頁）
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